



















理解（例えば，Karl-Heinz Ilting: Naturrecht, in: Brunner/Conze/Koselleck（hrsg.）: Geschichtliche 




また，スヴァレツ（Carl Gottlieb Svarez  1746−1798）の簡略な伝記については，次を参照。①
Allgemeine Deutsche Biographie（Neudruck der ersten Auflage von 1894）, Bd.37, Berlin 1971, S.247



















（1）   プロイセン諸国家一般ラント法（Allgemeines Landrecht für die preussischen Staaten. 以下，




Die geistigen Grundlagen des Allgemeinen Landrechts für die preussischen Staaten von 1794, 
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・ゲゼッツ











いては，前傾一般ラント法所収の Hans Hattenhauer の序文に簡単な紹介がある）。
民事訴訟法の告示とともに，1784年頃から始まった法典作成は，結局，1791年３月にプロイ























































































































































Grundlagen, S. 16, Laufs: Entwicklung, S. 123, Hattenhauer: Einleitung, S. 16-17. スヴァレツか
らの引用はすべて，H. Conrad und G. Kleinheyer （hrsg.）: Vorträge über Recht und Staat von 
Carl Gottlieb Svarez （1746−1798）, Westdeutscher Verlag, 1960（Svarezと略記）に依る。また，




の実証も試みている。Vgl. Svarez, S.6, S. 461.
（3） 以上については，Svarez, S.3f.,S.453−455を参照。「幸福への衝動」による自然権の基礎付けは，
スヴァレツの国家の性格を根本的に規定している。事実による権利の基礎付けはホッブズのもの
で も あ り， ま た「 幸 福 衝 動 」 と い う 規 定 因 は， ヴ ォ ル フ の も の で も あ る。Vgl. Hobbes: 
Leviathan, Chapter 14. Christian Wolff: Vernünftige Gedanken von dem gesellschaftlichen Leben 
der Menschen und insonderheit dem gemeinen Wesen, Neuauflage 1756, S. 4 und Teil Ⅱ.














（Conrad： Grundlagen, S. 30）。
（10） Svarez. S.141．




































































（26） Laufs: Entwicklung, S. 124.
（27） Klein: Freyheit und Eigentum, in: C. Träger（hrsg.）: Die Französische Revolution im Spiegel 
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賦与さ
れた特権および権原の総体（9）」（Ebd., §13）―を獲得してはじめて，市民的営業（自然産物の
加工・商業）に従事することができる（Ebd., §18, §60, §86）。このような市民のコルポラツィ
オンであるツンフトは，すべてのコルポラツィオンがそうであったように，ラント君主によって認




























































（2） Vgl. Reinhart Koselleck: Staat und Gesellschaft  im Preussen 1815-1848, in: Werner Conze: Staat 






（5） Klein: Freyheit und Eigentum, S. 844.
（6） Ebd., S. 842.













現実には「第三の道，つまり，プロイセン官僚国家」となった。Vgl. Reinhart Koselleck: Staat 
und Gesellschaft, S. 84.だが，スヴァレツも一般ラント法も，官僚制国家の思想をすでに組み込
んでいたと結論できよう。というのは，よりいっそう立憲制を志向するクラインにたいして，ス
ヴァレツは，フランス革命における「統治形態の急激な変革」を批判し，啓蒙された
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民衆と君主
を目標実現の主体としており，その啓蒙する主体は，当然スヴァレツのうちに留保されていなけ
れ ば な ら な い こ と に な る か ら で あ る。Vgl. Klein: Freyheit und Eigentum, S. 841-842, S. 
853-855.
